
日

木

銀

行

特

別

経

済

月

報

十
、
闇
取
引
取
締
の
強
化

疏
通
過
程
に
於
け
る
聞
の
蹴
恩
は
今
や
歴
然
た
る
事
実
と
化
し
つ
L
あ
る
が
、
之
を
放
任
す

る
に
於
て
は
経
済
再
建
に
必
要
不
可
欠
な
る
基
礎
産
業
の
生
産
を
阻
害
す
る
と
共
に
、
最
低
限

を
紡
径
し
つ
L
あ
る
国
民
生
活
を
愈
々
危
殆
に
瀕
せ
し
め
る
倶
れ
が
あ
る
。
拡
に
於
て
昨
年
十

一
月
政
府
は
、
指
定
生
産
資
材
割
当
手
続
規
定
の
制
定
に
よ
り
十
七
品
目
に
亘
る
生
産
資
材
を

指
定
し
、
そ
の
配
給
統
制
強
化
に
岩
手
し
た
が
、
本
月
十
日
更
に
指
定
配
給
物
資
配
給
手
続
規
定

を
制
定
し
、
悶
民
生
活
必
鮒
物
資
四
十
九
品
目
を
指
定
し
、
生
産
省
か
ら
消
世
帯
に
至
る
迄
の

各
段
階
を
迎
じ
切
符
に
よ
る
配
給
統
制
を
厳
棉
化
し
、
流
通
過
程
に
於
け
る
横
流
れ
を
防
止
す

る
方
針
を
定
め
た
。
更
に
右
に
呼
応
し
て
十
五
日
不
急
物
品
製
造
販
売
制
限
規
則
を
制
一
定
し
、

皮
製
品
、
ゴ
ム
製
品
其
他
入
十
七
品
目
の
製
造
販
売
を
禁
止
し
、
以
て
重
要
産
業
部
門
に
対
す

る
資
材
の
配
給
確
保
を
図
る
取
と
し
た
。

尚
二
月
七
日
以
降
附
東
信
越
地
区
を
始
め
と
し
て
、
殆
ん
ど
全
図
的
に
間
取
引
の
取
締
が
強

化
せ
ら
れ
畿
多
の
悲
忍
酬
を
生
ん
だ
が
、
之
と
共
に
統
制
物
資
は
急
激
に
市
場
よ
り
盗
を
く
ら

ま
し
、
一
般
家
庭
に
対
す
る
配
給
は
屯
も
増
加
せ
ざ
る
の
み
か
、
悶
伽
絡
は
愈
々
一服此
す
る
と

い
う
皮
肉
な
結
果
を
惹
起
し
つ
L
あ
る
。

昭

和

二

十

二

年

三

月

十 'h同て
株 金食 i既
式

場
の融脳況
活
況

二
、

-M

玉
、
貿

八
、
、
必

貨易業

一一一
、
百
力

・
輸
送

六

、

財

政

h
T
U

、
L
砂

町

川

i

司，，

d
n
d

，

，h引
H

一
、
概

況

前
月
に
引
続
き
生
ぃ
挫
の
停
滞
通
貨
の
地
発
は
改
ま
ら
ず
、
イ
ン
フ
レ
1
シ
ヨ
シ
は
愈
々
恐
化

四

O
八

の
一
路
を
辿
り
つ

与
あ
る
。
此
の
時
に
当
り
迎
合
軍
最
高
司
令
官
マ
ツ
カ
l
サ
1
元
帥
は
吉
田

内
閣
総
理
大
臣
宛
書
翰
を
送
り
、
供
米
の
促
進
、
価
格
、
賃
銀
、
物
資
統
制
の
強
化
、
間
取
引

の
根
絶
、
経
済
綜
合
対
策
の
樹
立
と
強
力
な
る
推
進
の
諸
点
に
付
日
本
政
府
の
注
・
意
を
促
し
、

先
づ
日
本
自
ら
の
努
力
な
く
し
て
は
十
分
な
外
国
よ
り
の
援
助
は
期
待
し
難
き
事
を
強
調
せ
ら

れ
た
。三
十
日
町
刷
会
セ
迎
過
せ
る
独
占
紫
止
法
が
将
来
の
我
国
経
済
体
制
を
明
示
し
た
も
の
と
す
れ

ば
、
此
の
帯
翰
は
磁
性
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
直
面
せ
る
現
在
の
我
国
に
と
っ
て
採
る
べ
き
唯

一
の
経
済
政
筑
の
基
訓
な
り
と
一
玄
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
之
を
其
に
実
行
す
る
が
為
に
は
政
府
当
局

並
に
国
民

一
般
の
一
段
の
努
力
と
心
か
ら
な
る
協
力
な
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

-一
、
産

業

三
月
・
中
に
於
け
る
石
炭
の
生
産
は
二
百
二
十
八
万
九
千
ト
ン
に
述
し
、
昨
年
十
二
月
の
二
百

十
九
万
ト
ン
を
控
綿
し
終
戦
以
来
の
最
刊
記
録
宏
示
し
た
が
、
目
標
二
百
四
十
八
万
七
千
ト
ン

に
対
し
て
は
十
九
万
八
千
ト
ン
の
不
足
で
あ
っ
た
。
そ
の
埋
由
は
北
海
道
の
出
炭
が
比
較
的
良

好
な
り
し
に
対
し
、
九
州
の
出
炭
が
銅
材
、
坑
木
、
百
力
の
不
足
に
災
せ
ら
れ
帯
し
く
成
樹
不

良
な
り
し
点
に
求
め
ら
れ
る
。
鉄
鋼
部
門
に
対
す
る
配
炭
突
献
は
十
八
万
二
千
ト
ン
と
制
当
の

八
十

・
五
%
に
過
夕
、
ず
、
此
の
為
め
鉄
鋼
の
生
産
は
銑
鉄
目
鯨
ご
万
九
千
ト
ソ
に
対
し
突
積
一

万
六
千
ト
ン
鋼
材
目
標
四
万
九
千
ト
ン
に
対
し
突
縦
三
万
三
千
ト
ン
と
著
し
く
不
振
を
示
し

た
。
従
っ
て
石
炭
部
門
に
対
す
ゐ
鋼
材
の
制
当
宍
縦
は
中
何
迄
の
予
定
三
万
ト
ン
に
対
し
月
末

に
至
る
も
漸
く
二
万
六
千
ト
ン
に
止
ま
っ
た
。

か
く
て
一
月
以
降
発
足
せ
る
石
炭
鉄
鋼
を
中
核

と
す
る
趨
露
点
主
総
は
単
に
そ
の
目
標
を
述
せ
ざ
り
し
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
実
行
の
過
程
に
於

て
堕
点
外
産
業
削
門
に
餓
多
の
混
乱
含
悲
起
せ
し
め
る
に
止
ま
っ
た
様
で
あ
る
。

次
に
一
般
車
強
工
業
に
付
見
る
に
、
電
力
制
限
の
緩
和
に
よ
り
幾
分
好
転
せ
る
も
の
も
見
受

け
ら
れ
た
が
、
全
般
と
し
て
は
な
お
前
月
と
大
差
な
き
も
の
と
推
測
せ
ら
れ
る
。
綿
糸
、
生
糸

の
生
産
は
突
紛
目
標
に
対
し
各
百
十

一
路、

八
十
%
で
あ
っ
た
。
化
学
肥
料
の
生
産
は
絶
対
量

に
於
て
と
そ
増
加
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
目
標
に
対
し
て
は
硫
安
八
十
七
銘
石
灰
笠
紫
五

十
六
%
に
止
ま
り
、
お
廿
肥
不
足
の
愈
々
切
な
る
も
の
な
感
ぜ
し
め
る
。
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三
、
電
力
・
輸
送

電
力
部
門
に
対
す
る
配
炭
は
十
七
万
五
千
ト
ン
と
訓
当
十
六
万
七
千
ト
ン
を
凌
加
し
(
前
月

五
十
五
銘
〉
た
る
土
可
中
句
頃
よ
り
笥
砕
も
始
ま
り
た
る
為
め
、
二
月
よ
り
三
月
上
旬
に
か
け

て
の
強
烈
た
電
力
制
限
は
漸
く
緩
和
を
見
る
に
至
っ
た
。

国
鉄
に
対
す
る
配
炭
も
六
十
二
万
八
千
ト
ン
と
割
当
六
十
八
万
六
千
ト

y
に
対
し
九
十
一

一%

に
達
し
た
る
上
、
天
候
等
の
自
然
条
件
に
も
比
較
的
恵
ま
れ
た
る
為
め
、
三
月
一
日
よ
り
開
始

せ
ら
れ
た
る
救
国
貨
物
増
送
運
動
は
そ
の
効
合
突
し
、
輸
送
目
標
額
九
百
三
十
八
万
ト
ン
に
対

し
突
拙
九
百
四
十
一
二
万
ト
ン
の
成
績
を
挙
げ
た
叶
但
し
海
上
述
送
は
目
概
八
十
一
万
ト
ン
に
対
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λ
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0
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月

し
突
鍛
七
十
三
万
ト
ン
に
止
ま
り
、
到
臨
陛
上
輸
送
の
光
分
な
る
楠
強
方
法
た
り
符
な
い
状
況

に
在
る
。

国
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貨
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計
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並
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千
砲
)月

九、
=一八六

九
九
削
忌
冨一

回

、

食

糧

月
中
供
出
高
は
四
百
六
十
六
万
石
(
前
月
中
百
三
十
五
万
石
)
月
末
供
出
累
計
額
は
二
千
六
百

五
十
一
万
石
と
目
憾
に
対
し
九
十
四

・
四
銘
に
述
し
た
。
前
月
に
比
し
供
出
の
好
転
せ
る
蹄
ナ由

は
、
進
駐
軍
当
局
が
供
出
に
対
し
深
き
関
心
を
寄
せ
地
方
軍
政
部
よ
り
屡
々
供
出
の
勧
告
が
行

お
れ
た
る
事
、
並
に
政
府
が
之
に
即
応
し
て
悪
質
曲
家
に
対
し
強
権
発
動
を
行
い
た
る
お
・
に
存

す
る
。

然
し
地
区
別
に
見
る
と
山
梨
県
の
百
十
一
一
了

二
%
を
首
め
と
し
て
百
%以
上
の
府
県
が

二
十
三
に
及
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
山
形
、
私
倒
、
新
潟
等
の
生
産
県
で

λ
十
%
台
に
止
ま
っ

て
い
る
事
は
遺
憾
で
あ
る
。

供
出
の
進
捗
に
も
拘
ら
ず
そ
の
組
対
量
不
足
の
為
め
消
費
地
に
於
け
る
遅
配
は
前
月
に
比
L

一
層
深
刻
の
度
を
増
し
、
遅
配
累
計
日
数
は
札
幌
の
四
十
日
を
最
長
に
北
海
道
一
円
二
十
八

日
、
東
京
都
十
五

・
八
日
、

神
奈
川
県
十
一

日
等
を
示
し
て
い
る
。
幸
い
進
駐
軍
当
局
の
好
意

に
よ
り
七
万
五
千
ト
ン
に
及
ぶ
輸
入
食
粧
の
放
出
企
見
た
が
、
此
の
程
度
で
は
遅
配
の
箆
延
化

を
防
止
す
る
に
止
ま
り
遅
配
累
計
日
数
を
減
少
す
る
に
歪
ら
な
い
の

四

O
九
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石
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万
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、
綿
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七
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八
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万
円
、
肥
料
四

千
百
万
円
等
計
六
佑
三
千
百
万
円
な
る
に
対
し
、
輸
川
は
繊
維
知

一
億
五
千
三
百
万
円
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化
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出

水
産
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四
百
万
円
に
て
、
差
引
三
億
六
百
万
円
の
入
超
を
示
し
た
。
輸
入
綿
花
を
原
料
と
す
る
綿
製
品

の
輸
出
は
=
月
以
来
漸
く
軌
道
に
乗
り
出
し
た
が
、
今
月
も
糾
織
物
一
億
一
千
九
百
万
円
が
蘭

印
へ
、
綿
糸
一
千
万
円
が
ピ
ル
マ
へ
夫
々
輸
出
せ
ら
れ
た
事
は
将
来
の
貿
易
の
傾
向
を
示
す
も

の
と
し
て
鹿
賀
す
べ
き
と
と
で
あ
る
。
然
し
機
械
部
品
、
枕
木
、
坑
木
、
機
関
車
等
の
束
亜
諸

地
域
へ
の
輸
出
が
最
近
漸
く
哨
加
を
来
た
し
て
い
る
点
は
、
此
等
物
資
が
我
国
経
済
再
建
の
為

め
不
可
欠
の
資
材
な
る
だ
け
に
看
過
を
許
さ
ざ
る
も
の
が
あ
る
。

次
に
貿
易
資
金
は
収
入
七
億
四
千
万
円
、
支
出
六
億
三
千
百
万
円
、
差
引

一
億
九
百
万
円
の

収
入
超
過
を
示
し
た
。
開
設
以
来
殆
ん
ど
毎
月
支
出
超
過
を
統
け
て
き
た
同
資
金
と
し
て
は
珍

ら
し
い
事
で
あ
る
が
、
年
度
切
替
へ
の
関
係
上
輸
入
食
栂
克
却
代
金
未
納
入
分
の
入
金
が
相
当

・組
に
避
し
た
為
め
と
恕
わ
れ
る
。

←) 

月
一
十

三
七
二
一

六
八
一

一
九
七
一

九
七
一

市
倍

以
一
二
一

四
三
一

一
九
四
一

じ
b
一

一
九
六
一

一
四
O
一

一
二
十
一
年
一
二

一
六
月
迄
累
計
一

4

一
愉

出

計

一

一
内

石

炭

金

問

機

械

一

一

繊

維

類

一

化

学

農

水

産

品

一

t

'j
一

刻
刷

THF

州
刈

一
輸

入

合

計

一

一
内

金

属

鉱

物

一

石

油

類

一

れ

花

一

化
学
農
水
政
問
山
一

(

含

肥

料

)

-

食

郡

一

一
差

引

出

入

村

組

一

〈
単
位

六七一七 三 七一七八六四 l!月
三 o-0 JI. 七 O三八八 -1

十

uE -~ I丘

)~ 

月

一
一一

ムハ

二
七
九
l国
間

-~ 
九
四
六一O

四
六
七

-'-
ノ¥

。

九

八 O 八三間
八九五三

五.

J¥. 
一O
八

八
二
一

(→ 

(→ 

百
万
円
)月

三
二
四
九
四

一
五
三
六
問一O

ムハ一一一一
八
八
'七
八

凹

{一)

三四
0 ー
プミ i¥ 



(
木
行
国
体
局
調
「
政
府
資
金
移
動
概
況
」
に
よ
る
も
、
預
金
部
関
係
資
金
を
除
く
)
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へ
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八
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村
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五
五
一
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金

融

財
政
赤
字
三
十
二
億
円
の
補
填
は
日
本
銀
行
の
政
府
に
対
す
る
貸
よ
五
十
四
億
円
日
本
銀
行

引
受
に
よ
る
公
債
三
十
ご
億
円
の
発
行
に
よ
り
賄
わ
れ
、
残
飯
は

一
時

M
木
銀
行
に
於
け
る
政

府
預
金
に
滞
騎
せ
ら
れ
た
。

昨
年
末
よ
り
計
画
せ
ら
れ
着
々
準
備
の
必
を
進
め
て
い
た
市
中
金
融
機
関
の
貸
出
抑
制
は

愈
h

ベ
三
月
一
日
金
融
機
関
資
金
融
通
準
則
の
公
布
に
よ
り
実
行
の
運
び
と
な
勺
た
が
、
此
の
為

貿

易

コ4
J

月
一
八

一
一
一一

日一
0
0一

差支 i収
51 

1空J込
ト)

li也
過出入

五二!金

士!勘
1三三夫|月年|定
(→ |六|収

支

資

五六一 |月
五九四 |

(→ 

政

六
、
財
預
金
部
関
係
資
金
を
除
く
財
政
の
対
民
附
収
支
は
収
入
百
凹
十
七
億
円
、
支
出
百
七
十
九
億

円
と
差
引
一
ニ
十
二
億
円
の
支
出
超
過
を
示
し
た
。
支
出
は
前
月
に
引
統
く
政
・
肘
の
引
締
め
方
針

に
も
拘
ら
ず
、
年
度
末
を
反
映
し
て
俸
給
諸
費
二
十
一
億
円
、
補
助
及
奨
励
費
十
九
億
円
、
鉄

道
特
別
会
計
赤
字
十
二
億
円
と
各
項
目
何
れ
も
相
当
の
制
に
上
ら
ざ
る
を
符
な
か
っ
た
が
、

一

方
収
入
に
於
て
財
産
税
五
十
五
億
円
あ
り
た
る
為
め
差
引
赤
字
は
上
述
の
程
度
に
止
ま
っ
た
。

但
し
後
述
の
如
く
日
本
銀
行
は
月
中
巨
額
の
財
産
税
納
入
一
資
企
の
貸
出
を
行
っ
て
居
り
、
従
っ

て
そ
の
額
だ
け
は
実
質
上
民
間
資
金
の
引
揚
と
た
ら
な
い
訳
で
あ
る
。
尚
二
十
一
年
度
中
の
財

政
支
出
超
過
額
は
四
百
七
十

一
億
円
に
迷
し
た
事
を
一
言
付
加
し
て
お
く
。

担
今
月
の
財
政
収
入
の
大
宗
た
る
財
産
税
に
付
考
察
す
る
に
、

財
政
資
金
収
支
状
況

そ
の
徴
収
予
定
搬
は
三
月
十

年

月

財
産
税
収
納
状
況

ヘ
一一一
月
末
現
在
、
本
庖
米
J

f

連
勘
定
を
考
慮
す

」
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)

(
単
位

金

自

男313
六 l預第

八七 I ~
O 四 |封
路三 |金制

_ i¥ I I 
0 三 |計 i
O 九 I i 
% 01 I 

四
八
九
一

六
第
一

日

本

銀

行

特

別

経

済
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十
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年
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月

.1 (→ 

会五え|月

百
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円
〕

三七四
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自美空|月平

計:

五
日
迄
の
申
告
に
よ
れ
ば
、
総
額
三
百
四
十
三
億
円
、
内
金
納
百
二
十
五
億
円
と
、
当
初
予
定

制
に
比
し
総
制
に
於
て
は
九
十
二
億
円
の
減
少
な
る
も
金
納
分
に
付
て
は
反
っ
て
四
十
二
億
円

の
噌
加
と
な
っ
て
い
る
。
尚
三
月
中
金
納
額
は
前
述
の
如
く
五
十
五
億
円
で
あ
る
が
、
之
に
米

連
勘
定
を
考
慮
す
れ
ば
実
際
収
納
制
は
八
十
四
億
円
見
当
に
達
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

次
に
附
和
二
十
二
年
度
予
算
案
は
三
月
二
十
五
日
議
会
を
通
過
し
た
。
そ
の
内
一
般
会
計
予

算
は
総
・
紙
一
千
百
四
十
五
億
円
に
迷
す
る
が
、
そ
の
編
成
に
当
り
健
全
財
政
の
建
前
が
貫
か
れ

形
式
上
収
支
の
均
衡
が
略
々
回
復
せ
ら
れ
て
い
る
。
然
し
そ
の
内
容
を
検
討
す
れ
ば
、
蹴
出
は

過
少
に
歳
入
は
過
大
に
見
積
ら
れ
て
居
り
、
従
っ
て
健
全
財
政
の
突
を
挙
ぐ
る
為
め
に
は
前
途

樹
め
て
多
難
な
る
も
の
を
予
想
さ
せ
る
。
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日

本

銀

行

特

別

経

済

月

報

め
入
大
銀
行
新
勘
定
貸
出
増
加
額
の
如
、
き
は
十
四
億
円
に
止
ま
り
ご
月
中
の
一
一
一
十
七
億
円
に
比

し
著
し
い
停
滞
を
示
し
た
。
之
が
原
因
と
し
て
は

ω財
・話
税
納
入
に
基
因
す
る
第

一
封
鎖
預
金

の
著
誠
、
既
存
貸
出
の
回
収
渋
滞
に
よ
る
手
許
資
金
逼
迫
の
為
め
融
資
限
度
に
余
裕
あ
る
も
貸

出
を
実
行
し
得
な
い
こ
と
悶
一
一一
月
か
ら
の
貸
出
抑
制
会
見
越
し
二
月
中
に
必
.
要
以
上
の
貸
出
が

行
わ
れ
た
と
と

ω貸
出
を
融
資
限
度
内
に
抑
制
す
る
為
め
各
金
融
機
関
共
本
庄
審
査
制
肢
を

強
化
し
た
る
為
め
貸
出
の
突
施
迄
に
タ
イ
ム
ラ
ツ
グ
を
生
じ
た
こ
と
、
等
を
挙
げ
る
べ
き
で

あ
る
う
。

次
に
貸
出
抑
制
の
規
盤
外
に
あ
る
復
興
金
制
金
昨
の
貸
出
は
十
七
億
円
に
達
し
た
が
、
之
が

資
源
は
十
冗
億
円
に
上
る
復
興
金
融
伯
作J
の
先
行
に
よ
り
陥
わ
れ
た
。
但
し
布
債
券
中
市
中
に

て
消
化
せ
ら
れ
た
分
は
儲
か
六
千
万
円
、
強
制
は
す
べ
て
日
本
銀
行
に
よ
り
引
受
け
ら
れ
た
る

事
は
復
興
金
融
の
為
め
反
っ
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
進
行
に
迫
聴
を
か
け
る
砲
を
意
味
す
る
の

み
な
ら
ず
、
品
近
の
復
興
企
融
な
る
も
の
が
プ
般
金
融
機
関
の
貸
出
抑
制
に
よ
り
打
甥
を
諮
り

図
的
発
行
向
、
伯
迎
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及
引
受
先
、
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先
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訳
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訳
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日リ

訳

先
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58|行!受
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内

ノ

{由

号|

発

，_. 
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日Ij

預

金

部

lt 

月月

四

た
る
事
業
会
社
の
救
済
に
堕
す
る
傾
向
を
露
呈
し
て
き
た
事
は
充
分
響
戒
を
要
す
る
。

一
方
自
由
預
金
の
動
向
を
窺
う
に
、
市
町
村
農
業
会
貯
金
は
春
耕
資
金
需
要
期
た
る
関
係
上

供
米
代
金
振
込
あ
る
も
歩
溜
り
は
一
一
割
程
度
に
過
ぎ
ず
、
此
の
為
め
農
林
中
央
金
庫
の
資
金
逼

迫
は
甚
し
か
っ
た
。
然
し
乍
ら
八
大
銀
行
の
一
般
自
由
預
金
増
加
額
は
五
十
四
億
円
に
上
り
、

二
月
中
の
二
十
七
億
円
に
比
し
格
段
の
差
を
示
し
た
が
、
そ
の
理
由
は
恐
ら
く
月
中
の
財
政
支

出
が
例
月
に
な
い
巨
額
に
上
っ
た
事
に
帰
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
第
一
封
鎖
預
金
は
依
然
跡
を
絶
た
ざ
る
封
鎖
強
化
説
の
為
め
生
活
伐
の
引
出
が
限
度

一
杯
迄
行
わ
れ
た
る
上
に
、

ご
一
月
中
に
於
け
る
財
産
税
納
入
制
八
十
四
億
円
中
六
十
七
億
円
が

封
鎖
支
払
に
よ
り
行
わ
れ
た
る
関
係
上
帯
減
を
示
し
た
。
か
く
て
市
中
金
融
機
附
の
金
繰
り
は

悲
し
く
困
難
と
な
り
日
本
銀
行
よ
り
大
約
四
十
三
位
刊
と
見
込
ま
れ
る
財
産
税
納
付
資
金
の
借

入
を
行
わ
ざ
る
を
抑
ず
、
財
産
税
納
入
額
の
半
分
は
結
周
日
本
銀
行
の
信
用
創
出
に
よ
り
納
入

せ
ら
れ
た
。
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八
大
銀
行
自
由
預
金

ヘ
公
金
、
同
業
者
預
J

f

金

を

含

ま
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年

月全
国
自
由
預
金

ヘ
公
金
、
同
業
者
預
金
を
含
ま
ず
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f
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推
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京
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銘
の
勝
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す
に
止
ま
っ
た
。
然
し
乍
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現
在
の
公
定
価
桔
の
名
に
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各
企
業
共
製
品
を
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に
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ど
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限
り
到
底
採
算
不
可
能
に
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、
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近
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か
く
て
日
本
銀
行
券
は
月
中
百
二
億
円
を
増
加
し
、
月
末
発
行
高
は

一
千
百
五
十
七
億
円
に

述
し
た
。
そ
の
増
加
振
り
よ
り
す
れ
ば
昨
年
十
ご
月
中
の
百
八
十
五
億
円
に
次
ぐ
択
で
あ
る
。

場
加
の
原
因
を
主
と
し
て
日
本
銀
行
勘
定
に
依
拠
し
て
分
析
す
る
に
、
政
府
関
係
六
十
四
億

円
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民
間
関
係
三
十
八
億
円
と
推
定
せ
ら
れ
る
。
財
政
赤
字
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比
較
的
少
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な
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拘
ら
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政
府
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係
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達
し
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の
は
、
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し
て
財
産
税
納
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資
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為
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貸
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四
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三
億
円
を
実
質
上
政
府
に
対
す
る
信
用
供
与
と
み
な
し
之
に
加
算
せ
る
結
果
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あ
る
。
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二
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日
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本
銀
行
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
禅
が
議
会
を
通
過
し
た
。
右
に
依
れ

ば
日
本
銀
行
券
の
発
行
限
度
は
新
設
せ
ら
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べ
き
通
貨
発
行
審
議
会
の
議
決
に
仲
間
き
閑
話
を
経

て
主
務
大
臣
が
之
を
決
定
す
る
事
と
な
っ
た
。

財
政
支
出
を
計
幽
的
た
ら
し
め
財
政
赤
字
の
追

加
を
防
止
す
る
と
い
う
と
と
が
審
議
会
の
目
的
で
あ
る
が
、
経
済
界
の
現
状
よ
り
し
て
此
の
目

的
を
果
す
と
と
は
相
当
の
閤
難
を
伴
う
で
あ
ろ
う
。
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財
二
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・
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路
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費
財
九

・
四
%
の
各
服

費
を
示
し
た
。
生
産
財
に
於
て
は
建
築
材
料
、
肥
料
、
消
費
財
に
於
て
は
牛
肉
、
味
噌
、
手
拭

等
の
勝
賞
が
目
立
っ
て
い
る
。
尚
関
西
地
方
の
実
際
物
価
は
東
京
の
そ
れ
を
遥
か
に
上
ま
わ
っ

て
居
り
、
此
の
為
め
賃
銀
引
上
迩
動
は
、
同
地
方
大
都
市
に
於
て
最
近
特
に
顕
著
と
な
っ
て
い

る。
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十
、
株
式
市
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活
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戦
争
中
に
於
け
る
生
産
力
の
破
壊
、
敗
戦
に
伴
う
賠
償
負
担
、

補
償
打
切
り
等
を
反
映
し

て
、
株
式
市
場
は
今
日
迄
新
円
封
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逃
れ
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仲
買
人
の
仕
手
関
係
に
よ
り
一
時
活
況
を
呈

し
た
引
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あ
っ
た
が
、
株
価
は
概
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て
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比
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か
に
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ら
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